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授 業 記 録 

 

「声」と向き合う 

 

荒井 英治郎（信州大学学術研究院総合人間科学系） 

 

 

１．はじめに 

 

 本稿は、2021年度に開講した教職科目（選択）「現代社会と教育問題」（2022 年 1月 18日）

の授業にオンラインゲストとしてご参加いただいたゲストティーチャー（武田緑氏：Demo

代表）の講演内容を再構成したものである。記録作成に当たっては、本学の学生である曽根

愛結さんに尽力いただいた。記して感謝を申し上げたい。 

 

２．ゲストティーチャーの話 

 

（１）自己紹介 

 

【ゲスト】武田緑と申します。私は結構

色々な活動をバラバラと行ってきました

が、「声」を聞くというテーマで全部繋が

っているなとも感じています。 

今日は「声と向き合う」というテーマを

頂きまして、私自身大切にしたいなと思っ

ています。 

この School Voice Project という、学校

現場の教職員の人達の声を集め、見える化

をして社会に届けて、色々な立場の違う人

との対話の場を作り、それによって学校教

育をより良くしていこうというプロジェ

クトを昨年スタートしました。 

一時期、一般社団法人の代表をしていた

こともあるのですが、今は個人事業主フリ

ーランスの形で、「Demo」という屋号で教 

 

育ファシリテーターを名乗って活動して

います。活動テーマとしては、人権教育、

フリースクール、オルタナティブ教育など

も含めた多様な学びや教育のあり方、学校

内外の連携や社会の創り手として、子ども

たち若者たちが育っていくための教育、シ

ティズンシップ教育などをテーマにして

活動しています。 

では、「教育ファシリテーター」とは何

かということですが、一番多いのは教職員

研修をしています。学校や委員会に呼んで

いただいて、なるべくワークショップ型で

研修をやらしてもらうスタイルだったり、

自分自身でテーマを設けて企画して、自分

が話をしたりファシリテートしたりする

こと、ゲストをお招きしてコーディネート

をすることなど、教育研修会のイベントを

作ったりしています。 
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こうしたことの派生で、教育視察のツア

ーを作ることもしていまして、国内からス

タートしましたが、今は海外にも広げて、

色々な教育の形を見に行って、自分の実践

や自分の当たり前を問い直す視点を得よ

うという企画をしています。 

そして、先ほどの School Voice Projectと

いうのは、現職の教員の方や元教員の方達

と一緒に、実際に現場の声を社会に届けて、

閉塞感漂う学校教育の状況を打破する活

動を展開していけたらいいなと思ってい

ます。なお、ご紹介していただいた『読ん

で旅する日本と世界の色とりどりの教育』

（教育開発研究所，2021年）は、去年出し

た本です。ご興味があれば、読んでみてく

ださい。この本は後で少し話をしますが、

教育視察で国内外の色々な現場を回って

きたことを追体験してもらう本となって

います。 

私は、「教育ファシリテーター」と名乗

っているのですが、簡単に言うと「ファシ

リテート」とは「促進する」や「簡単にす

る」という意味がある言葉です。では、何

を「促進」「簡単」にするのか、私なりの

理解としては、まず自分の中で考えたり、

自分の感情をつかまえたりするというこ

と、それを外に出す、表現するということ

をした後、Aさん Bさん C さんのそれぞ

れが表現した中にあったものが外に出て

きて、その表現されたもの同士が、いい形

で相互作用を引き起こすことができるよ

うにコミュニケーションのサポートをす

る、これがファシリテーションです。教育

の分野でずっと活動してきた中で、このフ

ァシリテーションが重要だと思っていま

す。 

しかし、実際には話し合いのスキルなど

が必要で、うまくいかないと、言いたいこ

とが言えなかったなという経験や、話し合

ってもどうせうまくいかないし、自分の声

など聞かれないのだなという経験が、降り

積もってしまいます。そうすると、社会に

参画することや、自分の声を発することに

は意味があるのだという感覚を、子ども時

代からだんだん奪われて失っていくこと

が実際に起こってしまっているように思

います。それを転換するためにも、学校教

育や学校組織が変わる必要があると感じ

ています。もちろん現場は学校でなくて地

域でもいいのです。ただ私は、学校教育の

分野でこういう経験を子どもたちが積め

るような実態を作っていきたいなと思っ

て活動しています。 

 

（２）EDUTRIP 

 

【ゲスト】では、私の来歴と共に、話題を

提供したいと思います。 

 私は地域に根ざして育ち、活動もしてき

た人間です。私の生まれ育った地域は大阪

市内のそれなりに都会のエリアで、周囲に

畑とか一切なく、市営住宅が立ち並んでい

るエリアでした。公営住宅が多いエリアと

いうこともあって、経済的に困窮していた

り、シングル家庭が多かったり、在日コリ

アンの家庭や被差別部落と言われる歴史

的に差別を受けてきた地域が含まれてい

たりと、社会的マイノリティや生活や教育

上の困難を抱えやすい人たちがたくさん

暮らしている地域で生まれ育ちました。で

すので、人権教育や、マイノリティの子ど

もたちのエンパワーメントという、自分に
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自信を持って、生きていけるような教育が

盛んなところでした。例えば、学校の中で

も自分のルーツや社会的な立場をカミン

グアウトする取り組みが盛んにあったり、

お互いの社会的背景を理解し合いながら、

安心して学校生活を送れるようにしよう

とか、それに加えて社会にある色々な問題

について知り、その問題は自分の問題であ

り、自分の友達の生きづらさにつながる問

題だよね、と言うようなことを子ども時代

からかなり勉強して育ちました。今こうや

って社会変革に繋げるような活動をして

いる根底には子ども時代の経験があると

思っています。 

子ども時代はすごく学校で楽しく過ご

しましたし、自分が学校で子どもとして過

ごしている間に学んだことで大切なこと

をたくさん吸収させてもらったなと思っ

ています。ただ、公立の学校で、例えば校

則などの学校のルールみたいなことは、当

然のように先生が決めて上から降りてく

る感じでしたし、子ども達の学校運営への

参画や、子どもたちの意見が学校生活で反

映されていくことがあったかというと、そ

うでもなかったかなという実感もありま

す。 

私は 18 歳の時に「ピースボート」に参

加しまして、アフリカや中南米を回るコー

スで、現地でスラムの子どもたちとサッカ

ーするとか、先住民族のコミュニティを訪

問して先住民族が受けてきた差別の歴史

を学ぶことなどを経験しました。たった 3

ヵ月だったのですけれども、すごく濃密で

した。一番大きかったのは、今まで学校の

中で先生に教わってきた色々な知識につ

いてピースボートの上で議論したことで

す。私自身も、小中学校時代に社会の色々

な問題について学校の中でディスカッシ

ョンする機会が比較的多かったのですが、

アジアを通っている時に過去の戦争に関

する歴史認識の話や、ニュージーランド人

の環境活動家の方が乗ってきて捕鯨問題

について話をすることがありました。彼は

環境活動家なので捕鯨反対論者だったの

ですけど、それに日本人の参加者が真っ向

から反対する、賛否分かれるようなテーマ

を船の上でたくさん議論をする機会があ

り、自分の価値観や、この問題については

自分はどう考えるのか、たくさん問われる

時間を船の上で過ごしました。 

後は、当時 18歳で、同世代ぐらいで小

学校から不登校でほとんど学校に行かず

に今まで育ちましたという子が船に乗っ

てきていたり、暴走族に入って手を焼いて

いて無理やり乗せられたやんちゃ系の男

の子がいたりしました。日本社会で何気な

く小中高校と出て、その中では出会わなか

ったような人生経験を送っている同世代

とたくさん出会えたことは大きな経験で

した。その中で「自分の意見を持つとは、

どういうことだろうか」、「自分の意見だと

今まで私が思ってたものは、大人の受け売

りで流されてただけなのかもしれない」と

か、「自分で小中高校の後、大学に行って、

就職活動して、会社に入るのだろうか」と

か、もしくは「教員採用試験を受けて先生

になるつもり」ぐらいの幅で将来の選択肢

を考えていたけれど、例えば、フリーラン

スでやっている人がいるとか、起業してい

る人がいるとか、学校を作っている人がい

るとか、「もっと自由に考えて自分の手で

作っていい」、「ある中から選ばなければい
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けないと思っていたけれど、なければ作っ

てもいいのだな」といったことをたくさん

考えさせてくれました。 

そして、「私は教育にやっぱり興味があ

る」と思ったので、その後、既存の学校教

育について「今の学校は本当にこれで良い

のか」、「時代に合わせてもっと変わってい

った方がいいのではないか」とか、海外や

国内にも、もっと子ども主体の形で自分た

ちでルールを決めたり、学校運営している

教育の場もあるらしいことが分かってき

ました。 

そこで「EDUTRIP」という多様な教育を

学ぶ旅をスタートさせました。詳しい説明

は割愛しますが、日本で言うと、いわゆる

不登校の子が通うフリースクール、子ども

食堂などの地域で福祉的なケアが必要な

子を受け止めているような場所、既存の学

校教育とは違う理念で運営されているオ

ルタナティブスクール、プレイパークや冒

険遊び場などを色々回ってきました。それ

が海外にも広がって、オランダ、デンマー

ク、フィンランド、韓国、フィジー、タイ

などを回るツアーをしてきました。これは、

「より良い教育があるからみんなで見に

行って、日本に持ち帰って真似しよう」と

いう旅ではなく、「自分たちが当たり前だ

と思っている教育や考え方と違うものに

触れることで、みんなで何がいいんだろう」

と自分自身の教育観や、日本の当たり前を

見つめ直すための鏡みたいな存在として

の視察先の企画をしてきました。 

2、30 代中心の 15 人ぐらいのメンバー

で行って、その人たちと同じものを見て、

でも同じものを見てもみんな感想が違う

のですよね。ある訪問先に行って、ものす

ごく共感して「私はこういうことがやりた

いのだ」となる人もいれば、「めっちゃモ

ヤモヤ違和感を覚えてなんか気持ち悪い」

という人もいるのですね。その気持ち悪さ

などの感覚をお互いに、何がそんなにモヤ

モヤするんだろうとか、何でいいと思った

かを丁寧に向き合ったり対話したりして

いくことですごく学びがあるなと思って

います。 

「EDUTRIP」は、現地に訪問する形なの

ですけど、その博覧会バージョンみたいな

ものとして「エデュコレ」というものもや

っています。これは日本の現場ですけど、

日本の多種多様な教育現場や子どもの現

場に丸 1 日会場貸し切って、50 団体とか

集まってもらって、ブースを出してもらっ

たり、体験ワークショップをしてもらった

り、この日 1日会場に来たら「EDUTRIP」

10 回ぶんぐらい色々な教育に出会えます、

という取り組みをしています。 

 

（３）「教育の民主化」と「教育による民

主化」 

 

【ゲスト】大学時代から 20 代前半にかけ

てはこういう活動をたくさんやっていま

した。しかし、学生時代から一緒にやって

いた仲間が 22、3歳以降ぐらいからだんだ

ん学校の先生になったり、現場に出ていく

わけです。そのあと何が起こるかと言うと、

「こんな学校教育がいいな」とか、「自分

を大事にしたいぞ」みたいな思いを持って

現場に入っていた人たちが、結構しんどく

なっていったのです。「これなんか変だぞ」

みたいなアンテナを高めて欲しいと思っ

て私は活動していましたし、仲間もそうい
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うところを共有して、現場に入ってくれて

いたのですけど、何か変だと思った時に、

どうやって変えていけるのかとか、「おか

しくない、これは正しいことだ、大事なこ

とだ」と思っている、価値観の違う人たち

とどう関わっていけばいいのか、こんな授

業がいい、こんな教室がいい、こんなクラ

スがいいという理想はあるのだけれども、

なかなか経験と力が足りず、それを教室で

は実現できないということも起こってい

きます。そうすると、どうしても支援学校

に毎日働きに行くことがしんどくなった

り、理想を高く持っていれば持っているほ

どしんどいので、現場に合わせて諦めると

いうことが身近にありました。 

「当たり前を疑う」、これは教育業界で

ここ数年とても言われるようになってき

ましたし、私もこの 10 年来言ってきたこ

とです。でも「揺さぶる」だけは無責任だ

と思うようになったのです。揺さぶるだけ

揺さぶって、どうにかするのは、あなたが

現場で頑張ってください、どうにかする仕

方は教えないし、どうにかする時にもがい

ていることに寄り添わないっていうこと

では、あまりにも酷いなというふうに思う

ようになりました。 

例えば、教職員研修とかではもう少し中

に入って、できるだけ連続で呼んでもらう

ようにして、変化に伴走することをなるべ

くやらせてもらえるような形に研修を切

り替えたりとか、SNSを通して現場の人と

近い関係性になりながら、しんどい時に話

を聞いたり、みんなの困りごとを持ち寄っ

て、一緒にどうしていけばいいかを考えた

りするような小さな輪の中でお互いに支

えられるようなコミュニティづくりをす

ることを始めました。 

結局、自分自身は何をしたいのかと言う

と、「教育の民主化」と「教育による民主

化」ということになります。学校教育とか

子どもたちが学んで育っていく社会環境

を民主的に、民主的とは、一人ひとりが大

切にされる、一人ひとりの声が聞かれて、

受け止められて、それによって環境が変わ

っていくことだと私は思っているのです

が、教育現場が子どもたちの声をより聞き

ながら、子ども達が居心地の良い、子ども

たちが望むような場に変わっていくべき

だなと思っています。 

もう一つは、私もお世話になったリヒテ

ルズ直子さんが「学校は民主主義の練習を

するところだ」とおっしゃるのですけど、

民主的な教育環境、学校環境で子どもたち

が育つ、つまり自分たちが何か声を発した

ら声は聞いてもらえるし、その声によって

周囲の環境が変わっていくし、変えていけ

ることを教育の中で実感しながら大人に

なることができたら、社会がもっと良くな

っていくはずだと思っています。結局、私

はそれがやりたいのだなと思っています。

言い換えると、民主的な環境のもとで、民

主的な社会を創っていける力を育んでい

きたいということです。 

民主的な環境で、民主的な力を育んでい

くためには、最初の土台として、「私はこ

んなニーズを持っている」、「私はこれが好

きで、これが嫌で、今こんな風に感じてる」

というような自分自身にアクセスしてい

るということがすごく重要だと思います。

このかけがえのない「自分の」、「この私の

気持ち」、「私のニーズ」が大切であるとい

うことをおぼえていることが大事です。そ
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の上で私にとってこれが大事なように、他

の人にも、他の人の思いやニーズがあって、

それがバッティングすることがある、対立

することがある。例えば、幼稚園の子ども

で、「私はままごとがしたい」、「私はサッ

カーがしたい」と、お互いに相手が欲しい

けどやりたいことは違う。じゃあ、どうし

よう。先にままごとをして、後でサッカー

をしようとするのか、色々な解決方法があ

るかもしれないですけど、そういう自分に

アクセスしている状態の先に、他者と対話

する、コミュニケーションができる、合意

形成ができる、対立解消ができるというこ

とにつながっていき、「じゃあ私たちのク

ラスとか、地域とか、この範囲のたくさん

の人たちがいる、このコミュニティにおい

てはどんなルールがあればみんな心地よ

く過ごしているかな」とか、「どんな、文

化を共有していけたらいいかな」とか、そ

ういうコミュニティのあり方を考えるこ

とがあって、その実感が降り積もった先に

「選挙で投票しよう」ということになるの

ではないかと思うのです。 

お見せしているスライドで言うと、デモ

クラシーの階段の「Get access to myself（自

分の望むものを知っている）」「Get access 

to others（自分とは違う他者と対話する）」

ということについて、練習する場がなさす

ぎるのではないかと、私自身は感じていま

す。学校現場ですと、デモクラシーに関す

るトピックについて学ぶことはあります

が、私が大事にされているとか、私の権利

が守られてるといったことがベースにな

いと、「自分が侵害されているのに差別さ

れてる人の話をされても」ということが起

こると思います。 

 

（４）School Voice Project 

 

【ゲスト】そこで、去年始めたのが School 

Voice Projectです。これは要するに子ども

たちが意見表明できて、自分の声には価値

があると思えて、「私たちが動けば社会を

創っていけるんだ、変えていけるんだ」と

いうときに、それは大人もその感覚を持て

ているかという疑問があるわけですね。特

に教職員の置かれてる立場を考えた時に、

労働者としての権利が守られてないこと

がたくさんあるし、学校で自分たちが一番

子どもたちの様子を見て、課題が何かもわ

かっているのに、上から降りてきた方針に

振り回されて、自分たちの声は全然聞かれ

ないとか、僕らの声は聞かれ、尊重されて

いるとか、私たちの現場における専門性が

きちんとリスペクトされているとか、そう

いう風に思えない状況が学校の先生達に

あるのだとしたら、その状態の人達に子ど

も達にそれを育んで下さいというのは相

当酷な話だと思うわけです。どっちが先と

かではなくて、両方同時にやっていかなけ

ればいけないと思うのですけど、先生たち

の声、教職員の声が聞こえるということと、

子どもたちの声が聞かれるって言うこと

は一緒に進んでいくのだろうなと思って

いて、先生たちのスタンスが変わったり、

先生達が元気になることで子どもたちに

与えるプラスの影響はすごく大きいと思

うので、私は先生達をエンパワメントする、

「自分たちの力があるな」と感じられるよ

うな社会環境を作りたいと思い、「声を届

けるプロジェクト」として、まずはアンケ

ートサイトを作って、政策提言できたり、
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「ちょっと待って」という事態が起こった

時に、現場から声をあげられるとか、「も

っとこうした方が、あの現場の視点からす

ると子どもたちのためになりますよ」とい

ったことを社会に発信していけるような

プラットフォームを作り始めたところで

す。 

 

（５）質疑応答 

 

【参加者】周りの環境を変える時は、周り

の声を聞いた上で取り組んでいくことが

大事だと思いました。学校教育の「当たり

前」が疑われているという話は、確かにそ

うだなと思っています。今の学校教育の問

題を解決していくには、「当たり前」と向

き合って、色々な声を集めていくことで、

物事が変わっていくのかなと感じました。 

 

【参加者】話を聞いていて、行動範囲がす

ごく広いなと感じました。チラシを見つけ

ても、自分で行こうと思えなかったり、そ

の間にみんなどんどん進んでいってしま

うし、大学も一年休学すると、みんなと一

年ズレてしまうし、自分がみんなに基準を

合わせて考えているなということがわか

り、もっと自分の考えを明確にしていけた

らいいなと思いました。 

 

【ゲスト】あまり参考にはならないかもし

れないのですが、私は「多動性」と「衝動

性」が高くて、面白いと思った時にストッ

プをかけるのが難しいタイプの人間です。

そういう意味では、先ほどコミュニティス

ペースを作るというときも、物件を見つけ

てワクワクしちゃって、その日に契約した

りしましたが、ともすれば危ないことです

ね。慎重に考えることも大事だとは思いつ

つ、私自身、結構勢いでここまできてしま

ったということはありますが、勢いがある

から開けてきたものも確かにあると思っ

ています。 

子どもの時から忘れ物も多くて、「何で

忘れるの！」「だって忘れるんだもの」み

たいに泣く子どもでしたし、未だにうっか

りしてしまうことがいっぱいあって、自分

で対策できるようになってきたのは、大学

生くらいだと思います。 

 

【参加者】すごく面白い話が聞けましたが、

個人的にあまり入ってこなかったことが

ありました。それが「教育の民主化」のと

ころです。「子どものため」とありました

が、学校は多くの子どもは自分たちで選ん

で入ることはできていないと思います。し

かし、そのような中で公教育に求められて

いることとして、子どもたちのために学校

を変えて行くと言われますが、子どもの意

見がどうやって反映されているのかがあ

んまり見えてきません。子ども達に合った

教育が行われていくためには、自分達が頑

張っていることは本当に正しいことなの

かどうか、独りよがりになっていないか、

大人の取り組みが本当に子どものために

なっているのかが引っ掛かりました。 

 

【ゲスト】とても大事なことだと思います。

「子どものため」というのは確かにちょっ

と主語が大きすぎると思うのですよね。例

えば、オルタナティブスクールの仕組みや

文化は、この子とこの子にはあってハッピ

ーに過ごせるけど、この子には合わなくて
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しんどいみたいなことがあるはずです。私

はオルタナティブスクールは作りたいよ

うに作ってもいいのではないかと思いま

す。合う子がそこにアクセスできるという

ことが保障されれば、それで救われる子は

たくさんいると思います。 

ただ地域の学校の先生にとってのクラ

スづくりや授業づくりを考えた時には、こ

のやり方で一人一人にとってどうなのか

なと常に方法を疑ったり、自分のモノの見

方を疑ったりすることは本当に重要だと

思います。 

 

【参加者】ピースボートの話の時に「自分

はこの大人の意見の受け売りで流されて

いたんじゃないか」というエピソードが自

分に刺さりました。ご紹介いただいた教員

による政策提言はとても良いことだと思

って、今の若い先生は何々を変えてやろう

ということはあると思いますが、校長先生

や教育委員会は、なるべく問題を起こさず、

既存のもので進めていきたいという人が

多いと思うので、若い先生が変えることは

難しいかなと感じました。 

 

【ゲスト】そうですね。学校管理職ではな

い先生の声が教育委員会に届くためには、

今の仕組みでいうと基本的には校長先生

が、現場の声を「現場ではこうなっている

からこういうサポートが必要です」と伝え

るのがベースの仕組みになっていると思

います。ただ、声の出口が「校長」という

窓口しかない点は、結局声として出て行か

ないこともあって、違う出口も作ることは、

やりたいことのひとつです。ただ校長先生

や教育委員会の人にも変えたい人はたく

さんいて、若い先生の中にもあまり変えた

くない人もいます。その辺は、年代だけで

は語れないところがあると思います。 

 

【参加者】School Voice Projectが印象に残

っています。その上で、今感じられている

問題点を教えてください。 

 

【ゲスト】全部現在進行形で悩みながら進

めています。ユーザーが増えないとソーシ

ャルインパクトは低い。ユーザーが増える

にはもっとどうしたらいいのかというこ

と、政策提言や政策変更をどのように成功

させることができるかということ、政治的

に右だとか左だとかバランスを欠いてい

ると支えてくれる人も減るので、慎重に検

討しています。また、回答者のモチベーシ

ョンをどう高めるかは重要です。登録者が

増えても回答してくれる人の割合が低い

と、「死んだ」プラットフォームになって

しまいます。登録してくれたユーザーのメ

リットとして今伝えていることは、コンビ

ニのように、オンラインのプラットフォー

ムとして、学習会の場やリフレクションの

場、教育時事ネタを多く話す喋り場などを

設けたり、掲示板のファシリテーションみ

たいなことをやっていこうとしています。 

例えば、Twitterの「教師のバトン」は、

匿名性が高いことで荒れやすいというこ

とがあったと思います。それに関しては結

構悩んで、本名と所属校の名前を載せても

らうかどうかが大きな判断だったのです

けど、それをすると多分登録者数が伸びな

いけれど、信頼性は高いところで、今のと

ころ任意にしています。ですが自治体名、

職種、校務分掌など細かく登録してもらう



 

「声」と向き合う 

146 

 

形になってています。ユーザー登録制にす

ることで、一定の信頼性を得ていると思い

ます。特に初期は口コミを大事にしていて、

SNSでも発信はしていますが、信頼関係の

ある先生達から数珠繋ぎ的に登録者を増

やすことを頑張っているところです。 

 

【参加者】「教育の民主化」について引っ

かかっています。変えたいと思っている方

が実際はどれぐらいいるのかという点が

気になっていて、小中高の子どもは、そん

なに変えたいと思っている人がいるのか

なと疑問に思っています。もしかして、こ

れも大人の「押し付け」になるのではない

か、今のままがいいのに変えようとしない

といけないといった雰囲気を作って、子ど

もを圧迫しているのではないかという点

も感じています。 

 

【ゲスト】ありがとうございます。一つは

声を聞くとか、声をあげるということは、

「わー！」みたいな印象になりますね。私

は、子どもは大きい声をみんながいるとこ

ろで主張するというイメージだと、したく

ない人がたくさんいると思います。でも黙

っている人にも声はあるのですよね。黙っ

ている人にも内側に声があって、みんなの

前では言いたくない人の声も聞ける環境

を作らないといけないと思うし、拾えるコ

ミュニケーションをしないといけないと

思っているのですね。 

また、例えば、校則の場合は、「どっち

でもいい」という人もたくさんいると思う

し、「意見が無い」という意見もあるかと

思いますが、「意見が無い」という意見な

んだねということが普通に受け止められ

るべきではないかと思っています。でも、

「今の校則を死守したい」という主張の人

もいたら、その声も聞きたいと思います。

私は対話のファシリテーションをする時

に、一つの意見に対して A 派と B 派が出

るような場合、A 派ばかりが話をしていた

たら、でも B という意見もあると思いま

すと言ってみたりします。そうすると、B

の人が「いや実は私はそう思った」「私は

そっち派で」と言いやすくなったりします。

これもファシリテーションの技術の一つ

ですよね。こうしたファシリテーションが

できる人が世の中全体で増えたらいいな

と思います。そして各所にそれができる人

が増えたら、民主主義に対して、なんか疑

いの眼差しで見てしまう、見ないといけな

い状況は減らせるのかなと思いました。 

 

【参加者】今日一番響いたことは、視察を

通じて「真似しよう」ではなく、「何がい

いんだろう」と考える機会を得ることが、

視察の意義だとおっしゃられていた点で

す。今の教育は、いい大学に行っていい会

社に入ってというイメージがありますが、

上辺だけではなくて内部まで見て考える

ことができる人を増やしていくことが重

要だと思いました。 

 

【参加者】日本人の特性なのか、同調圧力

というものがあって、それで自分の意見を

多数派と一致させたいとなり、個人が消え

てしまうことがあります。それが匿名にな

ると急に自分の意見が言えて、個人が復活

するという逆転現象が起きています。 

 

【参加者】すごく共感できることが多かっ
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たです。コミュニケーションの話になりま

すが、自分は結構コミュニケーション好き

なのですが、ちょっとしんどくなる時もあ

ります。それは他人と比較してしまうとき

です。コミュニケーションを通して、相手

の価値観とか、相手がどう思っているのか

を聞くことになりますが、私は他人の「忙

しい」という話を聞くことがすごく苦手で

す。そういう話を聞くと、自分が今しんど

いと思っていることはそんなにしんどく

ないのではないかと思って、自己肯定感を

保つのが難しくなったりします。他者とコ

ミュニケーションをとる中で、どのような

スタンスで臨めばいいでしょうか。 

 

【ゲスト】一つは他人が言ってないことを

深読みしすぎないことですね。私たちには

「汲み取ろう」とする癖があると思うので

す。相手が気を悪くしているのではないか

とか、嫌われたのではないかとか、言葉に

されていないことを汲み取って、勝手にダ

メージを受けたりしますが、私はそれをし

ないことを心がけています。逆に、気にな

った時はあえて聞くようにしてみます。

「なんか今、ごめんちょっと表情が曇った

かなと思ったのだけど嫌やった？」という

ふうに、汲み取らずにあえて確認するとい

うことですかね。また、自分にベクトルが

向いてしんどくなってしまうことに対し

ては、そこはやっぱり人と自分は良くも悪

くも違っていて、人生の道程も、色々なこ

とのペースも違うことだし、違っていてい

い、こういうふうに捉えた方が自分は精神

的に楽かなと思っています。 

今回のように言葉にできている時点で、

その問題に取り組んでいくスタートライ

ンに立っている感じがします。 

 

【参加者】ファシリテーターの話のところ

で、A 派の人ばかりが話をしていて B 派

の人が話せない雰囲気になるということ

があると言われていましたが、ファシリテ

ーターは同調圧力や空気を読めるけれど、

あえて読まない人なのだなと感じました。 

 

【ゲスト】面白いですね。確かにそういう

こともします。ファシリテーターは、私の

意見ですけど、何をしてもいいのですよ。

それが結果的に「促進」することになれば

いいと思っています。ちょっと高度なテク

ニックとしては、あえて対立を激化させて

雨降って地固まるようにもっていくこと

もやってもいいと思います。ファシリテー

ションはその時々に、どこに目的を置くか

によって色々な技術を使いながらやるも

のだと思います。 

 

【参加者】先ほど「大人」と「子ども」の

間のギャップの話がありましたが、子ども

が本当にその大人がやろうとしているこ

とをやりたいかどうかというのが気にな

りました。例えば、社会全体の政策を変え

るのは、大人ですよね。でも子どもはその

親の影響、大人世代の影響を受けて育ちま

すので、今の大人が思っている大人の変化

と、子どもの変化にズレがあると思うので

す。大人の固定概念が崩れると、子どもの

概念も崩れていくという感じです。ズレが

あるのに政策を変えるのは大人ですので、

子どもの意見を政策に反映させることは

できない、子どもの意見を直接大人を通さ

ずに政策に影響させていくシステムは作
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れないものか、疑問に思いました。 

 

【ゲスト】すごく重要な観点だなと思いま

した。子どもの声を聞いて大人が代弁する

「子どもコミッショナー」とか、「アドボ

カシー」とか、「子どもオンブズマン」と

か、子どもの声を聞いて子どもの声を政策

や環境改善に反映させるシステムは自治

体レベルであります。あとは、最近では、

日本若者協議会という団体があって、ここ

は高校生、大学生など、若者の当事者が政

策提言をしています。また、愛知県新城市

では若者議会というのがあって、若者議会

に 1千万円の予算がついて、新城の若者た

ちが自分たちの町を良くするために話し

合って、実際に実行することをしています。 

すごく楽しくて、もっと喋りたいです。

皆さんが今日、「まとまらないのですけど」

と言いながらも話してくれたことの一つ

一つにすごい大事な視点や面白い視点が

たくさんあると思いました。「声にならな

い声」も含めて、声は大切なので、自分の

中にある声をまずは自分で大切に聞いて

あげてほしいなと思いますし、言えそうな

人からでいいので、外に出してみることも

少しずつしながら成功体験を積み上げて

いくと、言いにくい場でも言えるようにな

っていったりすると思います。大人はその

ような成功体験を積んでいけるような環

境を必死で用意するべきだなと改めて思

いました。ありがとうございました。 


